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聖

成

吉

思

汗

の

家
譜

〔
太
素
U

そ
の
後
第
三
年
と
な
っ
て
丑
の
年
(
己
丑
)
鳥
格
徳
俵

汗
四
十
三
歳
克
噌
倫
の

H
titege
ar
olan
(
晋

騰
阿
剰
勤
器

郎

撃

に
)
で
大
任

に
如

い
た
｡
十
三
年

に
な
っ
て
丑
(
辛
丑
)
の
年
五

十
歳
で

O
teg
a
h
o
tan
(

蛎
宗

吾

蘭
山
)
に
崩
じ
た
汗
豊

年
(
丁
未
､

一
一
八
七
)
の
生

れ
で
あ
る
｡

謹

蒙
古
源
流
に
｢
歳
次
戊
千
年
四
十
二
歳
軸
汗
位

(中
略
)
遜
六
年
歳

攻
勢
巳
年
四
十
七
歳
残
｣
と
あ
る
は
誕
で
あ
る
が
本
文
に
五
十
歳
で
崩

じ
た
と
す
る
の
も
亦
誤
で
あ
る
｡

(定
宗
〕

そ
の
後
六
年
へ
丙
午
)
H
E
G
k
(
庫
玉
(
裕
)
克
)
汗
四

十
二
歳

昏

mi
iget三
等

嘉

托
里
)

で
大
位

に
警

Q
英
次

年
未
年
へ
丁
未
)
四
十
三
警

S
a
m
sih
;
(
舶
杭
錫
筈

)

に
崩
じ

た
｡
汗
は
丑
年

の
生
れ
で
あ
る
｡

琵

蒙
古
源
流
に
｢
乙
丑
年
樺
色
歳
次
発
巳
年
二
十
九
歳
軸
汗
位
｡
在
位

六
月
晃
年
帥
枝
｣
と
あ
る
は
誤
に
し
て
元
史
に
よ
れ
ば
丙
賞
年
生
れ
で

あ
-
在
位
三
年
に
し
て
戊
申
年
四
十
77一旗
で
崩
じ
て
犀
る
O

山

本

守

課

(
憲
宗
〕

其
後

五
年
亥
年
(
苧
亥

)
m
G
n
g
g
e
(葬
賓
軸
t
t
作
家

寡
)
四
十
五
歳
克
噌
倫
の

H
G
teg
e
aro
tan
(
前
出
)
で
五
月
初
三

■t

に
大
位

に
即
-
｡
九
年
経
て
五
十
四
歳
末
(
己
未
)
年

C
in.g
3am
bu

(
航
帝
崩
干
釣
魚
山
)
空

域
で
崩
じ
た
.
汗
は
卯
年

の
生
れ
で
あ

る
0謹

蒙
古
源
流
に
｢
蒙
克
係
丁
卯
年
降
生
｡
鹿
央
壬
子
年
四
十
六
歳
即
位

在
位
八
年
歳
次
己
末
技
享
年
五
十
四
歳
｣と
ゐ
-
.
然
れ
ど
も
元
史
に

よ
れ
ば
戊
辰
の
出
生
｡
在
位
九
年
五
十
二
歳
崩
と
記
す
｡
借
家
古
源

流
で
は
庫
裕
克
行
の
次
に
其
弟
｢庫
騰
｣
な
る
者
が
在
位
せ
る
事
を
記

す

〇

〔
世
組
〕

其
後
六
年
申
歳

S
i
tu
S
eZ
in

h
aganI世
弧
徹
辰
汗

-
四
十
歳
の
時

｢
上
都
｣
の
地
に
大
使

に
卸
-
｡
三
十
五
年
経
っ

て
午
年
(
甲
午
)
八
十

7
歳
正
月
二
十
二
日
大
都

に
崩
じ
た
O
汗
は

巳
年

の
生
れ
で
あ
っ
た
｡

琵

蒙
古
海
流
.'}
｢
呼
必
奪
徹
辰
拝
乙
亥
年
陣
生
.
哉
次
席
申
年
四
十
六
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歳
即
位
O
中
略
在
位
三
十
六
年
歳
次
庚
由
享
年
八
十
二
歳
扱
｣
と
記
す

恭
し
元
史
に
よ
れ
ば
乙
亥
年
出
生
.

在
位
三
十
五
年

寄
八
十
歳
と
記

す
｡

〔成
宗
〕

其
後
同
じ
午
の
歳
に
d
tje
itか
hagan
(
特
穆
爾
殿
本

作
謂
勤
曹
衣
)
二
手

歳
四
月
初
十

S
ih
ir
湖
で
大
位
に
即
-
.
十

四
年
に
な
っ
て
四
十
四
歳
時
夫
歳
正
月
初
八
大
都
に
て
崩
じ
た
｡

汗
は
丑
年
の
生
れ
で
あ
っ
た
｡

旺

蒙
古
源
流
に
｢
汗
係
乙
丑
年
降
生
.
歳
次
甲
午
年
三
十
旗
印
汗
位
中

略
歳
次
丁
未
年
四
十
三
歳
竣
｣
と
記
す
｡
元
史
に
よ
れ
ば
雪
空

一
年
乙

丑
生
れ
同
じ
-
甲
牛
即
位
O
在
位
十
三
年
毒
的
十
二
で
崩
じ
て
居
る
.

〔武
宗
〕

其
後
同
未
年

H
ai
sang
hAltik
hagan
(海
桑
'
殿

本
作
塵
魯
克
)
二
十
七
歳
で
大
位
に
郎
-
｡
第
五
年
亥
年
大
都
に

て
崩
す
.
汗
は
巳
年
の
生
れ
で
あ
っ
た
.

L."NB

蒙
古
源
流
に
｢
海
桑
宰
巳
年
生
｡
歳
爽
戊
申
年
二
十
八
歳
即
位
.
中

略
在
位
四
年
故
次
辛
亥
年
三
十

一
歳
捜
しと
見
え
元
史
に
よ
れ
ば
軍
刀

十
八
年
(辛
巳
)
生
れ
'
在
位
五
年
寿
三
十

)
と
記
す
Q

(仁
宗
〕

其
後
同
亥
年

A
yoor
bal
bat

buyantu
h
a
gan
(
阿

裕
爾
巴
里
巴
特
例
汗
殿
版
作
布
延
尚
汗
)
三
十
七
歳
で
大
位
に
即

-
十
年
経
て
申
年
四
十
七
歳
大
都
に
崩
す
汗
喧
亥
年
の
生
れ
で
あ

ら
う
か
｡

t.bh

蒙
古
源
流
｢
汗
乙
酉
年
塵
鼓
吹
壬
子
年
二
十
八
歳
即
位
中
略
在
位
九

年
歳
次
庚
申
年
三
十
六
歳
捜
し
と
記
す
.
元
史
に
よ
れ
ば
至
元
二
十
二

年

(
乙
酉
)
の
生
れ
在
位
十
年
等
三
十
六
と
あ
る
｡

〔英

宗
U
其
後
同
年
中
歳

S
itibata
geg
egen
hagan(
項
麹

巴
捷
'
殿
本
作
格
根
汗
)
十
八
歳
大
都
に
於
て
大
蛭
に
郎
-
.
四

年
経
て
二
十

1
歳
の
時
亥
年
上
部
の
南
で
馬
の
胸
に
崩
じ
た
O
汗

は
子
年
の
生
れ
で
あ
ら
う
か
｡

旺

蒙
古
源
流
に
｢
軒
葵
卯
年
生
歳
次
辛
酉
年
十
九
歳
即
位
｡
中
略
在
位

三
年
｡
歳
次
発
亥
｡
年
二
十

1
歳
彼
｣
と
あ
･cl'
元
史
に
は
大
徳
七
年

(努
卯
)
及
れ
在
位
三
年
二
十

7
歳
で
拭
せ
ら
る
と
あ
る
｡

〔泰
定
帝
〕

其
後
同
年
亥
年
伊
達
特
穆
爾
汗
三
十
歳

H
tite
ge

aro
tan
(前
出
)
で
大
位
に
即
-
｡
六
年
経
て
辰
年
三
十
歳
の
上
に

(
?
)
八
月
初
六
卜
都
に
崩
じ
た
｡
汗
は
巳
年
の
生
れ
で
あ
ら
う
か

註

蒙
古
源
流
に
｢
汗
発
七
年
生
.
成
東
甲
子
､
年
三
十
二
歳
即
位
.
中

略
在
位
五
年
歳
次
戊
辰
三
十
六
歳
扱
｣
と
あ
旦
光
史
に
は
至
元
十
三
年

(
丙
子
)の
生
れ
三
十
六
歳
に
て
崩
ず
｡

〔
天
順
帝
〕

其
後
同
年
辰
年
A
soE;bao
m
tin
jay
ag
atu
hagan

(
1S
阿
誓

八
)
三
十
五
歳
で
八
月
十
二
芙

位
に
郎
-
.

旺

蒙
古
源
流
に
｢庫
色
物
汗
乙
巳
年
生
｡
歳
次
己
巳
年
二
十
五
歳
即
位

在
位
二
十
日
印
於
是
年
後
｣
と
あ
る
も
の
に
笛
-
'
元
史
に
は
本
紀
L･.

し
｡
泰
帝
帝
の
本
紐
に

致
和
元
年
九
月
に
倒
刺
抄
に
推
さ
れ
て
帝
位

に
郎
け
る
夢
見
甲
｡

〔明
宗
〕

次
年
巳
年

H
o
toktuh
ag
an
(
和
錫
撞
汗
)
東
連
よ

-
著
名
全
う
し
て
凍
っ
て
正
月
十
九
日
竺
二
十
歳
の
時
大
位
に
却
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く
管
玉
の
印
を
奪
っ
て

E:angsangI丞
相
に
し
て
倒
刺
抄
を
さ

･畑

す
か
暮
姦

さ
し
め
て

ese,g鼓
n
(
?
)
禁

帝
を
〕迎

へ
し
め
て

遣
は
す
に
･
見
て
取
っ
て
行
っ
て

H
o
toktu
hagan
は

m
icvhk

tu
N
a
gu
r
(
元
史
に
は

｢
和
琴
の
北
に
於
て
｣
と
あ
-
)
の
地
把

四
月
初
三
に
大
位
に
如
-
o
同
年
八
月
初
六
に
崩
じ
た
O

琵

蒙
古
源
流
に
｢
和
錫
扱
汗
庚
子
年
生
｡
歳
次
己
巳
年
二
十
歳
即
位
｡

在
位
四
十
日
即
於
長
年
毅
｣
と
見
ゆ
O
元
史
に
よ
れ
ば
帝
の
即
位
は
天

暦
二
年

(
己
巳
)
正
月
に
あ
-
'
南
下
の
盆
に
八
日
床
寅
忽
寮
都
の
地

に
崩
ず
｡

〔
文
宗
)

其
後
同
年
八
月
十
日
に

T
iib
te
m
Br
jay
ag
atu

h
a
gan
(
托
克
特
穆
爾
汗
殿
版
作
清
雅
喝
陶
汗
)

大
位
に
郎
-
0

五
年
経
て
壬
申
年
三
十
五
歳
の
時
大
都
に
て
崩
ぜ
-
o

琵

蒙
古
源
流
に
は
｢
汗
甲
辰
年
生
.
歳
次
己
巳
年
二
十
六
歳
即
位
｡
中

略
在
位
四
年
歳
次
壬
寅

二
十
九
歳
投
｣
元
史
に
よ
れ
ば
帝
先
に
政
和
元

年
九
月
十
三
日
に
即
位
し

天
暦
二
年

正
月

1
度

兄
明
宗
LJ位
を
轟

･-

同
年
八
月
巳
亥
再
び
帝
位
に
如
い
た
の
で
あ
る
｡

(
寧
荒
し

壬
申
年
同
月
初
五

R
in
αin

balair
cvam
al

hag
an
(額

琳
紬
巴
勤
)
大
位
に
郎
-
同
月
二
十
五
日
大
都
に
崩
す
｡

綻

蒙
古
源
流
に
は
｢
汗
丙
賞
年
生
0
歳
次
壬
申
年
七
歳
部
位
在
位

一
月

扱
｣
と
見
え
元
史
に
よ
れ
ば

｢
至
順
三
年
十
月
初
四
日
に
即
位
し
十

1

月
壬
辰
崩
年
七
歳
｣
と
記
す
｡

〔
順
帝
〕

其
後
同
じ
-
戊
申
年
大
都
に

U
hagan
tu
ha瞥
n

A
(
托
欺
特
穆
蘭
島
恰
喝
樹
汗
)
生
れ
て
大
任
に
如
-
｡

.

.

琵

蒙
古
源
流
に
は
｢
汗
戊
午
年
金
蔵
次
発
酉
年
十
六
歳
軸
位
｣
と
記
す
O

元
史
に
よ
れ
ば
帝
至
順
四
年
六
月
十
四
歳
上
都
に
即
位
す
O

帝
延
紡

七
年
の
生
れ
で
あ
る
｡

こ
の
時

Jtircit
ebugen
の

J
d
t
i

と
名
附
-
る
子
供
を
生
ん
だ

時
家
か
ら
虹
が
引
い
た
｡

(
蒙
古
源
流
で
は
漢
人
朱
姓
之
子
未
着

と
す
)
と
の
兆
を
放
吟

lbahoo
(
伊
撞
呼
)
と
云
ふ
二
人
が
知
っ

て

(
豪
古
瀬
流
は
投
恰
之
子
伊
撞
呼
と
す
)
汗
に
奏
上
す
る
の
に

｢
こ
の
子
汗
に
導
け
れ
ば
汝
益
あ
る
で
あ
ら
う
｡
恵
け
れ
ば
嘗
あ

る
で
あ
ら
う
｡
幼
き
よ
-
無
き
も
の
に
せ
よ
｣
と
云
ふ
に
汗
こ
の

二
人
の
言
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
の
で
L
a
h
a.

Ibahoo
二
人
日

は
-
｢
嵯
々
彼
を
殺
さ
な
か
っ
た
｡
今
後
首
領
を
量
る
勿
れ
｣
と
云

っ
た
.
こ
の
子
が
成
長
し
た
後
東
省
の
属
を
鎖
塵
せ
し
め
て
'
西

省
の
民
を

T
o
ktoga
(托
克
托
喝
)
H
ar
a
jd
ng
(
恰
哩
常
)
二
人

で
治
め
て
居
た
O
其
後

Y
tig
e
(Jtige
即
ち
朱
喝
の
羨
-
)
B
u
h
a

(布
略
し
兄
弟
二
人
で
托
克
托
噂
'
恰
哩
常
二
人
を
汗
に
誹
許
し
て

｢
汝
の
こ
の
二
人
の
長
官
倉
を
押
へ
て
尊
い
の
む
自
ら
食
ふ
.
嘩

-
の
惑
い
の
を
汗
に
持
っ
て
釆
て
輿

へ
る
｣
と
奏
上
す

る
に
汗

ya
ge
に
手
紙
を
迭
-
て
托
克
托
喝
恰
哩
常
を
連
れ
て
来
い
と
追

は
し
た
｡
y
ag
e
行
き
て
行
き
着
か
ず
途
中
よ
-
蹄
-
乗
っ
て
｢釆
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な
か
っ
た
｣
と
報
告
し
た
｡
斯
-
し
て
再
び
遺
は
し
た
｡
さ
て
桑

の
言
葉
を
話
し
て
凍
る
時
汗
怒
っ
て
托
克
托
噂

･
恰
哩
常
を
長
官

か
ら
辱
し
て

y
aru
(
-
)
重
囲
を

y
d
g
e
布
恰
二
人
に
治
め
し
め

た
.
そ
れ
よ
-

y
tig
e
布
吟
等
税
戸
を
収
め
る
馬
に
行
き
て
三
年

に
な
る
ま
で
凍
ら
ず
汗
勅
あ
っ
て

｢y
tig
e

の
腿
甚
だ
重
-
な
れ

少
｡
y
B
g
e
が
釆
た
時
門
を
開
け
て
や
る
な
｣

と
門
番
に
命
令
し

た
｡
こ
の
日
汗

一
つ
の
夢
を
見
た
｡
数
多
の
兵
敵
と
な
っ
て
来
っ

て
城
を
囲
ん
で
居
る
｡
こ
の
敵
か
ら
(
を
)
恐
れ
て
城
の
中
に
逃
げ

廻
っ
て
る
中
に
'
金
-
出
で
る
隙
を
得
な
い
｡
見
て
居
る
と
西
北

に
逃
れ
て
行
-
に
一
つ
の
清
隆
が
見
え
て
居
た
｡
こ
の
清
に
よ
っ

て
汗
位
を
棄
て
重
囲
を
地
っ
て
出
で
ん
と
す
る
夢
を
見
た
O
｢
我

こ
の
夢
は
善
い
で
あ
ら
う
か
｡
惑
い
で
あ
ら
う
か
t
と
漠
の
明
る

い

san
Nin.
(ー
者
の
意
か
?
･)
に
解
か
し
む
れ
ば
'
こ
の

san
伽in

汗
の
夢
を
解
い
て
｢
汗
よ
汗
の
地
位
を
失
ふ
兆
で
あ
ら
う
｣
と
解
っ

た
｡
･後
蒙
古
の

T
otaga
(T
o
ktaga
の
誤

で
)丞
相
大
壁
書
-
釈

究
し
て
解
い
た
と
云
ふ
O
こ
の
夢
の
兆
に
よ
-
西
方
に
行
っ
て
見

れ
ば
果
し
て
窟
あ
る
故
に

｢
我
が
こ
の
夢
は
茸
で
あ
ら
う
｣
と
慣

れ
た
o
そ
の

後
y
tige
布
恰
二
人
で
高
率
に
財
を
載
せ
て
あ
-
'

三
千
の
革
に
は
甲
を
つ
け
た
兵
を
載
せ
て
禿
た
.
門
番
は
門
を
開

け
て
や
ら
な
か
っ
た
の
で
'
門
番
に
樺
山
の
貴
い
財
吊
を
輿

へ
て

〔城
に
〕
入
っ
て
'
兵
を
明
る
み
に
出
し
た
｡
速
に
到
っ
て
汗
の
金

殿
を
固
ま
ん
と
云
ふ
に
'
汗
知
っ
て
三
十
寓
蒙
古
人
を
棄
て
･､

さ
き
に
見
た
清
に
よ
少
'
皇
后
子
供
を
連
れ
て
'
少
な
き
圏
椎
十

寓
蒙
盲
人
を
率
ゐ
て
出
た
O
彼
出
づ
開
門
に
恰
薩
蘭
の
子
孫
T
og
o

bagatur
の
子

T
om
otah
u
b
aga
tur
子
の

H
aE;
h
tiltik
を
出

し
て
六
十
の
旗
あ
る
友
を
導
い
て
来
て
云
ふ
の
に
'｢
名
を
折
っ
て

屍
を
折
れ
と
云
ふ
事
が
あ
る
｣
と
云
つ
て
'
漢
人
の
迫
兵
を
迎

へ

て
殺
し
合
っ
て
死
ん
だ
｡
汗
の
後
嗣
に
恰
薩
蘭
の
後
嗣

一
利
益
を

遮
れ
-
と
云
ふ
｡
そ
れ
よ
-
明
税
の
開
門
に
よ
っ
て
出
で
t
B
aras

城
(
磨
)
を
取
っ
て
住
ま
っ
た
｡
漠
兵
等

H
irsa
城
(
孤
)
を
放
っ

て
住
ま
っ
た
.
そ
こ
に
鳥
吟
唱
尚
汗
の
子

B
itik
tu
が
解
っ
て
C1･

大
吹
雪
･
雨
を
降
ら
し
臥
て
漠
兵
等
を
'
編
馬
等
を
終
る
ま
で
殺

一一

さ
せ
た
｡
獲
っ
た
兵
等
の
頗
る
道
に
'蒙
古
の
兵
迫
ひ
て
t
C
ag
an

h
erem
.
(
削
詣

聖

息
)
に
到
る
菩

讐

た
と
云
ふ
O

さ
て
散
っ

て
逃
去
し
た
兵
等
は
､
jou
h
an
(
奄
9
▲)
山
谷
を
焼
い
て

jou
hFn

に
臥
し
て
死
ん
だ
と
云
ふ
｡
漠
兵

hiritu
(ガ
･)
出
た
O
｢
狐
の
尾

養
鯉
と
な
っ
た
と
云
ふ
乎
｡
色
々
と
蟹
に
よ
-
'
質
朴
な
美
麗
さ

に
よ
っ
て
破
れ
た
る
我
大
都
よ
O
昔
緒
汗
の
住
み
た
る
避
暑
地
上

都
の
抄
剰
塔
撞
(
抄
劇
は
貴
い
塔
粒
は
原
の
意
)
よ
｡
涼
し
い
美
し

き

heibeng(梅
和

7
)上
部
よ
'
暖
か
い
美
し
S
我
大
都
よ
｡
清
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農
明
朝
'
高
き
に
出
づ
れ
ば
'
美
し
い
煙
毒
あ
り
｡
鳥
吟
唱
圏
汗

の
前
に
撞
恰

lb
ah
ou
二
人
言
っ
て
あ
-
し
ぞ
o
県
知
し
て
放
っ

て
通
は
せ
-
.
惜
し
む
べ
き
大
都
を
悟
ら
ず
'
生
れ
た
る
宮
人
図

を
見
守
-
合
っ
た
｡
泣
け
ど
も
遺
亡
し
た
り
我
o
故
郷
に
遺
し
た

る
樺
山
の
二
歳
牛
の
如
-
な
-
た
-
我
｡
色
々
と
破
れ
た
る
八
両

の
白
い
塔
よ
0
大
国
の
名
と
政
治
を
取
っ
て
坐
し
た
る
'
九
賓
に

よ
っ
て
破
れ
た
る
我
大
都
城
よ
｡
四
十
罵
蒙
古
を
脅
し
'
園
を
取

っ
て
座
せ
-
'
西
門
あ
る
正
方
の
我
大
都
城
｡
経
典
を
盛
な
ら
し

′ヽ

め
て
行
-
中
に
'
只

Santu(
-
)
食
っ
て
惜
し
む
べ
き
大
都
を
失

ひ
た
る
名
や
政
治
o
h
an
ag
i
y
arn
gi(
-
)
蒙
古
図
を
噌
探

h
aih
a.

huro罷
i(ァ
･)
惜
し
む
べ
き
我
大
都
O
冬
を
過
ご
す
我
城
D
夏
の
避

暑
地

h
eib
tin
g
へ
海
流
に
は
海
棚
と
記
せ
ど
も
意
不
明
)
上
都
.

美
し
き
我
沙
剰
搭
摸
｡
撞
恰

Hbah
ou
二
人
の
言
を
聞
き
入
れ
な

か
っ
た
我
罪
｡
隔
も
て
建
て
た
る
竹
の
宮
殿
に
呼
必
勤
汗
徹
辰
汗

避
暑
せ
ら
れ
た
-
o
h
eib
d
n
g
上
都
を
巻
い
て
取
ら
れ
た
｡
漠
野

に
淫
乱
の
悪
名
を
鳥
吟
唱
固
汗
に
放
て
-
｡
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
以

て
設
立
し
た
る
玉
大
都
を
.S.i'乱
さ
せ
て
冬
範
せ
-
.
惜
し
む
べ
き

･大
都
を
凡
て
取
ら
れ
た
･Q
t
漠
闇
に
混
乱
の
悪
名
を
鳥
吟
唱
圏
汗

に
放
て
-
.
各
種
の
も
の
も
て
橿
て
た
る
尊
大
都
を
悔
迷
し
て
夏

を
過
し
た
少
.
h
eiben
g
上
部
を
誤
っ
て
取
ら
れ
た
.
瑛
餌
に
悔

迷
の
悪
名
を
鳥
恰
噂
園
汗
に
放
て
-
.
汗
主
の
運
用
し
た
大
名
と

図
を
'
辞
瑞
あ
る
徹
辰
汗
の
建
て
た
る
惜
し
む
べ
き
大
都
を
'
重

囲
の
紳
牌
支
柱
食
い
城
を
金
-
取
ら
れ
た
D
漠
閥
に
惜
し
む
べ
き

大
都
を
天
の
子

e
in
g
gi
s
h
ag
an
l
成
育
思
汗
Ⅰ
の
金
族
を
･
普

き
燐
の
化
身
徹
辰
汗
の
皇
殿
を
､垂
菩
薩
の
化
身
鳥
吟
唱
蘭
汗
､天I

の
命
に
よ
-
て
矢
へ
少
｡
汗
玉
垂
を
懐
い
て
出
た
｡
杢
散
人
の
中

′l

よ
-
混
乱
に
紛
れ
て
出
し
た
.
B
uha
temi
ir
C
in
g
san
g
と
な
-

中
よ
-
君
主
の
金
族
あ
る
汗
位
に
止
ま
る
こ
と
寓
世
な
れ
と
燐
ひ

し
に
突
然
取
ら
れ
た
｡
惜
し
む
べ
き
大
都
を
家
よ
-
出
づ
る
時
､

専
経
典
を
遺
し
て
来
た
.
こ
の
時

G
egen
b
iliktu
b
oti
so
n
g
等

割
雷
て
よ
｡
後
に
放
浪
し
釆
て
定
め
よ
う
｣
〔
と
言
っ
た
〕

〔汗
は
〕

成
育
思
汗
の
7
族
に

〔出
で
〕
そ
の
後
二
十
九
歳
に

′-

〔
更
に
〕
四
年
経
っ
て
戊
年

ln
g
C
an
g
p
u
(
鷹
昌
府
)
と
名
づ
-

る
城
に
崩
じ
た
.
忽
必
烈
徹
辰
汗
が
大
都
に
任
っ
て
よ
-
以
来
鳥

吟
喝
固
汗
に
至
る
ま
で
百
五
十
年
と
六
ケ
月
住
ま
っ
て
城
を
取
ら

れ
た
と
云
ふ
｡
こ
の
図
を
取
ら
れ
た
時
に
鳥
吟
喝
固
汗
の

H
on
g
･

gi
l:t
h
ato
n
へ
洪
青
柳
特
)
は
三
月
の
身
重
で
あ
っ
た
.

こ
の
皇

后
は

b
o
to
n
g
の
中
に
入
っ
て
留
ま
っ
た
o
こ
の

b
oto
n
g

を
漢

人
は
紅
と
呼
ぶ
｡
こ
の
皇
后
を
未
決
武
皇
帝
取
-
て
'
皇
膏
は
位

に
部
っ
た
o
JJ
の
皇
后
息
ふ
に

｢
七
月
生
れ
る
な
ら
ば
敵
人
の
子
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と
云
つ
て
殺
し
十
月
に
な
っ
て
生
れ
る
な
ら
ば
害
さ
な
い
で
あ
ら

ラ
.
我
天
父
慈
ん
で
三
ケ
月
に
な
し
て
賜

へ
｣
と
を
折
っ
た
.
天

憐
ん
で
十
三
ケ
月
に
な
っ
て
男
の
子
が
生
れ
た
｡
洪
武
皇
帝
の
漠

皇
后
も
男
の
子
を
生
ん
だ
｡
洪
武
皇
帝
の
夢
に
二
龍
の
相
聞
し
て
'

束
龍
が
西
龍
に
打
勝
つ
を
夢
見
た
o
｢
我
こ
の
夢
は
富
な
-
や
凶

な
-
や
｣
と
-
者
に
見
せ
し
め
た
｡
こ
の
-
者
は

｢
二
龍
は
帝
の

二
子
で
あ
る
｡
西
龍
と
云
ふ
は
漠
皇
后
の
子
で
あ
ら
う
｡
東
龍
と

云
ふ
は
蒙
古
恰
屯
の
子
で
あ
ら
う
か
｡
帝
位
に
坐
す
運
命
あ
る
で

あ
ら
う
｣
と
｡
-
者
の
言
を
洪
武
帝
省
み
ず

｢
子
と
雄
も
母
は
散

人
の
皇
后
で
あ
る
｡
そ
れ
よ
-
生
れ
た
る
子
汗
位
に
即
か
は
窓
か

ら
ん
｣
と
云
つ
て
宮
城
よ
-
出
し
て
長
城
の
外
に

H
u
h
e
h
ota

を
築
い
て
こ
1
に
住
ま
は
せ
た
｡
か
-
て
洪
武
帝
大
位
に
如
い
て

三
十

1
年
に
な
り
て
死
し
た
O

漠
図
の
汗
の
緒
汗
の
第

1
は
洪
武
汗
で
あ
ら
う
か
.
そ
の
子
建

文
汗
､
汗
の
位
に
郎
い
て
四
年
に
な
っ
た
後
洪
吉
剰
特
恰
屯
の
子

永
契
汗
'
自
己
の
少
な
き
友
山
陽
の
六
千

t:TSiyet
固
(
我
着
)
水

連
三
高
女
展
開

h
afa
h
erem

(
黒
壁
'
長
城
の
意
)
の
漢
人
図

を
取
っ
て
兵
を
治
め
て
到
っ
て
漠
の
洪
武
帝
の
子
達
文
帝
を
輔
へ

て
頚
に
銀
印
を
捺
し
て
放
ち
棄
て
た
o
次
で
鳥
吟
唱
固
汗
の
子
永

楽
汗
汗
位
に
讐

た
.

-
雛
表

蒜

票

-
若

造
の
汗
の
子

孫
位
に
如
け
-
と
て
'
永
奨
帝

｢
大
明
｣
の
名
を
推
戴
せ
-
と
云

ふ
.
力
む
輿
へ
た
-
と
て
'
山
陽
の
六
千

tjEiy
et
国
に
三
百

ta
ftu
(
C-･)を
賜
ふ
た
.
女
虞
園
に

7
千
六
百

taitu
(
-
)
を
賜
ふ

た
と
云
ふ
.
永
聖
汗
三
十
二
歳
で
崩
じ
た
o
洪
願
汗

1
年
位
に
坐

す
｡
宜
徳
汗
十
年
位
に
あ
-
｡
正
統
帝
十
四
年
荘
放
し
た
薯
泰
汗

十
五
年
在
位
す
｡
天
順
帝
八
年
在
位
L
L
成
化
汗
二
十
二
年

在
位

し
た
｡
弘
治
汗
十
八
年
在
位
正
徳
汗
十
六
年
在
位
嘉
靖
帝
四
十
六

年
在
位
隆
慶
汗
六
年
在
位
｡
高
層
汗
四
十
六
年
在
位
泰
昌
汗

7
ケ

′ヽ

月
在
位
大
明

Cou
T
ing
I
(崇
頑
か
-
)
1
天
啓
汗
二
十
六
年
在

位
｡
洪
武
帝
よ
-
以
釆
天
啓
汗
に
到
る
ま
で
二
百
五
十
七
年
在
位

し
た
｡
-
崇
頑
の
記
事
挽
落
せ
る
は
天
啓
汗
と
混
同
せ
る
鴬
で
あ

ら
う
か
｡
-

旺

明
代
世
系
中
に
も
誤
が
有
る
が
其
俵
に
し
て
定
-
.
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X

X

本
稿
に
付
せ
ら
れ
て
ゐ
た
山
本
君
か
ら
の
通
信
に
よ
る
と
'

此
の

擁
護
は
寮
は
末
だ
琉
-
啓
で
あ
る
の
だ
が
'

是
段
以
後
は
明
の
時

代
の
記
事
に
燭
す
る
も
の
で
あ

-
'

そ
の
釈
苛
に
貰
っ
て
は
相
笛

慣
重
な
勉
強
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
'

こ
れ
か
ら
充
分
尊
意

を
と
ゝ
の
へ
で
叉
の
槻
骨
に
読
者
に
且

へ
産
い
と

言
っ
て
衆
で
あ

る
0
編
帝
者
と
し
て

1
官
つ
け
加

へ
て
お
-
.

(

編
特
番
)


